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水
産
加
工
学
に
つ
い
て
語
る
前

に
、
水
産
物
の
特
殊
性
に
つ
い
て
述

べ
る
必
要
が
あ
る
。私
た
ち
が
毎
日
、

日
に
し
て
い
る
食
品
は
大
き
く
分
け

て
農
畜
産
物
か
、
水
産
物
で
あ
る
。

両
者
の
最
も
大
き
な
違
い
は
農
畜
産

物
の
場
合
、
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ

ど
そ
の
生
産
の
過
程
で
人
間
の
手
が

入
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
水
産

物
は
天
然
物
が
主
体
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
朝
、
読
者
の
方
々
が
朝
食
に
何

を
食
べ
ら
れ
た
か
を
考
え
て
い
た
だ〃

大
迫

一
史
氏
　
東
京
海
洋
大
大
学
院
准
教
授
。
所
属
は

¨

海
洋
科
学
系
食
晶
生
産
科
学
部
門
。
水
産
加
工
全
般
に

一

か
ま
ほ
こ
、
水
産
発
酵
食
品
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、
　
一

魚
の
品
質
、
魚
醤
柏

（し
ょ
う
ゆ
）
な
ど
を
研
究
。
長

¨

崎
県
庁

（県
総
合
水
産
試
験
場
）
を
経
て
現
職
。
　
　
　
¨

き
た
い
。
定
番
は
ご

飯

（
米
飯
）
に
み
そ

■

　
　
汁
、
こ
れ
に
漬
物
と

‐

　
　
卵
城
き
と
魚
の
開
き

と
い

っ
た
と
こ
ろ
で

■

　
　
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い

ま
、
バ
タ
ー
を
塗

っ

た
食
バ
ン
に
牛
乳
な

ど
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
朝
食
の
原
料
は
、
農
畜
産

物
で
あ
る
米
飯
は
コ
メ
、
み
そ
汁
は

大
豆
、
漬
物
は
ダ
イ
コ
ン
や
ナ
ス
と

い
っ
た
よ
う
に
、
国
畑
で
人

間
の
管
理
の
も
と
に
生
産
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
卵
焼
き

の
原
料
で
あ
る
鶏
卵
、
牛
乳

も
人
間
が
畜
産
物
を
飼
育

し
、
得
ら
れ
た
も
の
だ
。
さ
ら

に
言
え
ば
生
産
管
理
の
み
な
ら
ず
、

品
種
自
体
が
人
間
の
使
い
勝
手
が
良

い
よ
う
に
改
良
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
魚
の
開
き
原
料
で

あ
る
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
は
野
生
生
物
と

し
て
大
海
原
を
人
間
と
は
無
関
係
に

泳
ぎ
回

っ
て
い
た
も
の
を
人
間
が
漁

獲
し
、
食
用
に
供
給
し
て
い
る
。
生

産
管
理
は
も
と
よ
り
品
種
改
良
さ
え

さ
れ
て
い
な
い
。
近
年
、
天
然
食
品

と
か
自
然
食
品
と
い
う
言
葉
を
テ
レ

ビ
の
Ｃ
Ｍ
や
雑
誌
な
ど
で
よ
く
目
に

す
る
。
こ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ズ
が
食
品

に
付
加
価
値
を
付
与
す
る
た
め
と
思

わ
れ
る
が
、
日
常
出
回
っ
て
い
る
水

産
物
の
大
部
分
は
そ
も
そ
も
が
天
然

食
品
、
あ
る
い
は
自
然
食
品
な
の
で

あ
る
。

野
生
生
物
が
主
体
の
水
産
物
は
、

人
為
的
に
管
理
さ
れ
、
ま
た
、
人
間

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
品
種
改
良

さ
れ
た
農
畜
産
物
に
比
べ
て
、
利
用

す
る
際
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
き
な
問
題
点
が
幾
つ
か
あ
る
。

①
供
給
量
が
不
安
定
…
特
に
魚
類

の
場
合
、
漁
獲
量
が
周
年
あ
る
い
は

経
年
で
大
き
く
変
動
②
腐
敗
し
や
す

い
…
畜
肉
と
比
較
し
肉
質
が
施
弱

（ぜ
い
じ
ゃ
く
）
で
、
死
後
変
化
に

関
わ
る
酵
素
活
性
が
高
い
魚
介
類
肉

は
腐
敗
し
や
す
い
③
周
年
で
筋
肉
成

分
が
変
動

…
特
に

浮
魚
の
ア
ジ
や
サ

バ
な
ど
の
場
合
、

周
年
で
粗
脂
肪
含

量
が
大
き
く
変
動

す
る
。

こ
う
し
た
問
題

を
字
む
水
産
物
を

安
定
的
に
、
そ
れ

も

一
定
の
品
質
で

市
場
に
供
給
す
る

に
は
、
加
工
と
い

う
手
段
が
必
要
だ
。
す
な
わ
ち
水
産

加
工
の
目
的
の
ひ
と
つ
に
は
漁
獲
量

が
不
安
定
で
、
腐
敗
し
や
す
く
、
ま

た
肉
質
が
周
年
で
大
き
く
変
わ
る
水

産
物
を
、
安
定
的
に
食
卓
に
供
給
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

本
連
載
で
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的

で
伝
統
的
に
育
ま
れ
て
き
た
水
産
加

工
に
つ
い
て
、
加
工
品
ご
と
に
そ
の

加
工
技
術
の
原
理
を
ひ
も
と
き
な
が

ら
解
説
し
て
い
く
。（毎

月
２
回
掲
載
）
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水
産
物
は
天
然
食
品

加
工
″
が
ハ
ン
デ
を
克
服
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7k産 カロエ とは

素子し品 _ く ん製品
塩書類

24,407  1

水産物潰物

5 5 , 7 1 6    1

煮干し品 ―

57,088

その他

47,948
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